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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体内に挿入される挿入部の先端に設けられた先端部と、
　前記挿入部において前記先端部の基端側に接続され、互いに直交する二方向に湾曲可能
な湾曲部と、
　前記湾曲部内を前記挿入部の長手軸方向に挿通する複数の同軸線と、
　前記先端部内において、超音波を送受信する表面と反対側の面が前記長手軸に対して傾
斜して設けられたコンベックス型の超音波振動子と、
　前記先端部内に配設され、前記超音波振動子に接続するとともに前記同軸線に接続し、
前記超音波振動子から前記同軸線への電気信号の伝送を中継する中継基板と、
　を備え、
　前記中継基板は、
　前記超音波振動子と接続し、前記超音波振動子の前記反対側の面から延びる第１の面と
、
　前記同軸線と接続する第２の面と、
　前記超音波振動子の前記反対側の面と対向するように配設され、前記第１の面と第１の
屈曲部を介して連なり、前記第１の屈曲部と互いに直交する方向に屈曲する第２の屈曲部
を介して前記第２の面と連なる第３の面と、
　を有することを特徴とする超音波内視鏡。
【請求項２】
　前記第２の面および前記第３の面は、前記超音波振動子の前記反対側の面内に収まるこ
とを特徴とする請求項１に記載の超音波内視鏡。
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【請求項３】
　前記第３の面は、前記超音波振動子の前記反対側の面に沿うように配設されることを特
徴とする請求項１に記載の超音波内視鏡。
【請求項４】
　前記第３の面は、前記第２の面に沿うように配設されることを特徴とする請求項１に記
載の超音波内視鏡。
【請求項５】
　前記超音波振動子は、半円柱形状を有し、
　前記超音波振動子の表面は、前記半円柱の側面であり、
　前記第１の面は、前記半円柱の底面に沿って延びる面であることを特徴とする請求項１
に記載の超音波内視鏡。
【請求項６】
　前記中継基板は、一枚の基板を用いて形成される
　ことを特徴とする請求項１に記載の超音波内視鏡。
【請求項７】
　前記中継基板は、
　前記第１の屈曲部を有し、前記超音波振動子に接続する先端側基板と、
　前記第２の屈曲部を有し、前記先端側基板に接続するとともに、前記複数の同軸線に接
続する基端側基板と、
　を備えることを特徴とする請求項１に記載の超音波内視鏡。
【請求項８】
　前記基端側基板は、
　一端が前記先端側基板に接続するとともに、他端が、前記複数の同軸線のうちの一部の
同軸線に接続する第１基端側基板と、
　一端が前記先端側基板に接続するとともに、他端が、前記複数の同軸線のうち、前記第
１基端側基板に接続する同軸線とは異なる同軸線に接続する第２基端側基板と、
　を有することを特徴とする請求項７に記載の超音波内視鏡。
【請求項９】
　前記先端側基板は、前記超音波振動子に接続する先端側第１部分と、前記基端側基板に
それぞれ接続する先端側第２部分および先端側第３部分とを有し、
　前記先端側第２部分および先端側第３部分は、前記先端側第１部分に連なる前記第１の
屈曲部をそれぞれ有する
　ことを特徴とする請求項８に記載の超音波内視鏡。
【請求項１０】
　前記第１基端側基板は、前記先端側第２部分の前記先端側第３部分側と反対側から該先
端側第２部分に接続し、
　前記第２基端側基板は、前記先端側第３部分の前記先端側第２部分側と反対側から該先
端側第３部分に接続する
　ことを特徴とする請求項９に記載の超音波内視鏡。
【請求項１１】
　前記第１基端側基板は、前記先端側第２部分の前記先端側第３部分側から該先端側第２
部分に接続し、
　前記第２基端側基板は、前記先端側第３部分の前記先端側第２部分側から該先端側第３
部分に接続する
　ことを特徴とする請求項９に記載の超音波内視鏡。
【請求項１２】
　前記先端側基板と前記基端側基板とは、対応する電極同士を接触させることによって接
続し、
　少なくとも一方の基板に形成される電極は、フライングリード構造をなしている
　ことを特徴とする請求項７に記載の超音波内視鏡。
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【請求項１３】
　前記第１および第２の屈曲部は、厚さが、他の部分の厚さと比して薄い
　ことを特徴とする請求項１に記載の超音波内視鏡。
【請求項１４】
　前記中継基板は、屈曲自在なフレキシブル基板を用いて形成される
　ことを特徴とする請求項１に記載の超音波内視鏡。
【請求項１５】
　前記超音波振動子は、複数の圧電素子を有する
　ことを特徴とする請求項１に記載の超音波内視鏡。
【請求項１６】
　前記湾曲部は、前記超音波振動子が送信する超音波による走査面と平行な平面に沿った
第１の湾曲方向と、前記走査面に対して垂直な平面に沿った第２の湾曲方向とに湾曲可能
である
　ことを特徴とする請求項１５に記載の超音波内視鏡。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】超音波内視鏡
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摘要(译)

本发明提供一种即使在能够在两个方向上弯曲的弯曲部分在任何方向上
弯曲时也能够减轻应力的内窥镜。 具有用于产生用于产生图像数据的电
信号的元件的尖端，连接到尖端的基端侧并且能够在彼此正交的两个方
向上弯曲的弯曲部分，以及弯曲部分的基部具有连接到端侧的管部分的
元件，弯曲部分和管部分通过其插入的多个同轴线，电信号通过所述同
轴线传输，以及主表面分别弯曲的第一和第二弯曲部分并且，用于连接
同轴线并将电信号从元件传输到同轴线的中继基板，以及与第一弯曲部
的弯曲端接触的第一切面，以及并且与弯曲部分的弯曲端部接触的第二
切向平面彼此相交。 [选中图]图3
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